
こころの健康に関するアンケート調査

【ご協力のお願い】

市民の皆様には、日頃から市政に対するご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。

さて、本庄市では「誰も自殺に追い込まれることのないまち」の実現のため、「本庄市自殺

対策計画(平成 31 年度～令和５年度)」を策定し、効果的・総合的な自殺対策を推進しています。

この調査は、次期計画策定の基礎資料とするため、市内にお住いの 18歳以上の方の中から、

無作為に選んだ 3,000 名の方を対象に実施するものです。

調査は無記名で行われ、お答えいただいた回答は、統計的に処理をしますので、個人が特定

されるようなことはございません。

ご多忙とは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い

申し上げます。

令和５年７月 本庄市長 吉田 信解

記入にあたってのお願い

○この調査は、あなたご自身のお考えでご記入ください。

○回答にあたっては、特に説明のない限り、あてはまる項目を選び、その番号を○で囲んで

ください。

○なお、設問には（○は１つ）、（それぞれに○は１つ）、（○はいくつでも）、などと書いて

ありますので、それぞれの指示にしたがってお答えください。

○回答が「その他」に当てはまる場合は、お手数ですが（ ）内になるべく具体的にその内容

をご記入ください。

○一部の方だけお答えいただく設問もありますので、その場合は➭にしたがってお答えください。

○ご記入いただきました調査票は、同封の封筒に入れ、７月２４日（月）までに、投函して

ください。（切手を貼る必要はありません）

この調査は、ＰＣ・スマートフォン・タブレットからでもご回答いただけます。

※通信サービスの接続料金はご利用者様の負担となります。

【お問い合わせ先】

本庄市保健部健康推進課 〒367-0031 本庄市北堀 1422-1

（本庄市保健センター） TEL 0495-24-2003 FAX 0495-24-2005

以下のアドレスを入力して回答専用サイトにアクセスしてください。
または、二次元コードを読み取ると、回答専用サイトにアクセス
できます。

（インターネット回答用アドレス）

http://www.xxxxxxx.xx.xx 〔回答専用サイト二次元コード〕

〔サンプル〕
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【Ⅰ はじめに、あなたのことについておたずねします】

問１ あなたの性別を教えてください。（○は1つ）

※ 性別を選択することに違和感や抵抗感がある場合は、回答をいただかなくても結構です。

問２ あなたの年齢を教えてください。（○は1つ）

問3 あなたがお住まいの地域は、次のどちらですか。（○は1つ）

※中学校区がわからない方は最終頁をご参照ください。

問4 現在のお住まいでの居住年数はどのくらいですか。

問5 あなたの家の世帯構成をお選びください。（○は1つ）

問6 配偶者との現在の関係をお選びください。（○は1つ）

問7 あなたの主たるご職業をお選びください。（○は1つ）

問8 ご家庭の家計の余裕はどの程度あるか教えてください。（○は1つ）

問9 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても不幸せ（0点）」から「とても幸せ（10点）」の間で

表すと、何点だと思いますか。数字に○を付けてください。（○は1つ）

１．男性 ２．女性 3．無回答

１．18～29歳

２．30～39歳

３．40～49歳

４．50～59歳

５．60～69歳

６．70歳以上

１．本庄東中学校区 ２．本庄西中学校区 ３．本庄南中学校区 ４．児玉中学校区

約 年 ※1年未満の場合は「１」年と記入してください。

１．ひとり暮らし

２．夫婦のみ（パートナー含む）

３．２世代（親と子）

４．３世代（親と子と孫）

５．その他

（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

１．同居している

２．単身赴任中

３．別居している

４．離別・死別した

５．配偶者・パートナーはいない

１．勤めている（役員・管理職以外）

２．勤めている（管理職）

３．会社・団体などの役員

４．自営業（事業経営・個人商店など）

５．派遣 ・契約

６．パート・アルバイト

７．専業主婦・主夫

８．学生

９．自由業（個人で、自分の専門的知識や技術を生かした職業に従事）

10．その他（ ）

11．無職（年金・雇用保険等で生活）

12．無職（求職中）

13．無職（仕事をしたいが、現在は求職していない）

14．無職（仕事をしたいと思っていない）

１．まったく余裕がない

２．あまり余裕がない

３．どちらともいえない

４．ある程度余裕がある

５．かなり余裕がある

0点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点 10点

とても
不幸せ

とても
幸せ
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【Ⅱ 悩みやストレスに関しておたずねします】

問１０ あなたは日頃、①から⑥のそれぞれの問題に関して、悩みや苦労、ストレス、不満を感じること

がありますか。（それぞれに○は１つ）

問１０－1 ①から⑥で「現在ある」と回答した方に伺います。理由や原因について当てはまるものを

教えてください。（〇はいくつでも）

※該当するものがない方は⑦その他に記述をしてください。 意
識
し
て
感
じ

た
事
は
な
い

か
つ
て
あ
っ
た

が
今
は
な
い

現
在
あ
る

① 家庭の問題（家族関係の不和、子育て、家族の介護・看病 等） 1 2 3

② 病気など健康の問題（自分の病気の悩み、身体の悩み、心の悩み 等） 1 2 3

③ 経済的な問題（倒産、事業不振、借金、失業、生活困窮 等） 1 2 3

④ 勤務関係の問題（転勤、仕事の不振、職場の人間関係、長時間労働 等） 1 2 3

⑤ 恋愛関係の問題（失恋、結婚を巡る悩み 等） 1 2 3

⑥ 学校の問題（いじめ、学業不振、教師との人間関係、友人との人間関係 等） 1 2 3

⑦ その他（ ）

① 家庭の問題

１．家族関係の不和 ２．子育て 3．家族の介護 4．看病

５．その他（ ）

② 病気など健康の問題

１．自分の病気の悩み ２．身体の悩み 3．心の悩み

４．その他（ ）

③ 経済的な問題

１．倒産 ２．事業不振 3．借金 4．失業 5．生活困窮

６．その他（ ）

④ 勤務関係の問題

１．転勤 ２．仕事の不振 3．職場の人間関係 4．長時間労働

５．その他（ ）

⑤ 恋愛関係の問題

１．失恋 ２．結婚を巡る悩み 3．その他（ ）

⑥ 学校の問題

１．いじめ ２．学業不振 3．教師との人間関係 4．友人との人間関係

５．その他（ ）
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問１１ あなたは日々の生活の中で、次のように感じることがありますか。（それぞれに○は１つ）

問１２ あなたは日常生活の不満、悩み、苦労、ストレスを解消するために、次のことをどのくらい

問１２－１ 問１２で該当する項目がない方で、その他に日常生活の不満、悩み、苦労、ストレスを

解消するために、行うことがある方は教えてください。

ま
っ
た
く
な
い

少
し
だ
け
あ
る

時
々
あ
る

よ
く
あ
る

い
つ
も
あ
る

① ちょっとしたことでイライラしたり不安に感じることがある 1 2 3 ４ ５

② 絶望的だと感じることがある 1 2 3 ４ ５

③ そわそわ落ち着かなく感じることがある 1 2 3 ４ ５

④ 気分が沈み、気が晴れないように感じることがある 1 2 3 ４ ５

⑤ 何をするにも面倒だと感じることがある 1 2 3 ４ ５

⑥ 自分は価値のない人間だと感じることがある 1 2 3 ４ ５

しますか。（それぞれに○は１つ） ま
っ
た
く

し
な
い

あ
ま
り
し
な
い

時
々
す
る

よ
く
す
る

① 運動する 1 2 3 ４

② お酒を飲む 1 2 3 ４

③ 睡眠をとる 1 2 3 ４

④ 人に話を聞いてもらう 1 2 3 ４

⑤ 趣味やレジャーをする 1 2 3 ４

⑥ 我慢して時間が経つのを待つ 1 2 3 ４
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【Ⅲ 相談することについておたずねします】

問１３ あなたは悩みやストレスを感じた時に、どう考えますか。（それぞれに○は１つ）

問１４ あなたは悩みやストレスを感じた時に、以下の人々に相談すると思いますか。

問１4－１ 問１4で該当する項目がない方で、その他に相談する人、場所がある方は教えてください。

そ
う
思
わ
な
い

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や
や
そ
う
思
う

そ
う
思
う

① 助けを求めたり、誰かに相談したいと思う 1 2 3 ４ ５

② 誰かに相談をしたりすることは恥ずかしいことだと思う 1 2 3 ４ ５

③ 悩みやストレスを感じていること、他人に知られたくないと思う 1 2 3 ４ ５

④ 誰かに悩みを相談することは、弱い人のすることだと思う 1 2 3 ４ ５

⑤ 悩みや問題は、自分ひとりで解決すべきだ思う 1 2 3 ４ ５

（それぞれに○は1つ） 相
談
し
な
い
と
思
う

実
際
に
し
た
こ
と
は
な

い
が
相
談
す
る
と
思
う

相
談
し
た
こ
と
が
あ
る

① 家族や親族 1 2 3

② 友人や同僚 1 2 3

③ インターネット上だけのつながりの人 1 2 3

④ 先生や上司 1 2 3

⑤ 近所の人（自治会の人、民生委員など） 1 2 3

⑥ かかりつけの医療機関の職員（医師、看護師、薬剤師など） 1 2 3

⑦ 公的な相談機関（地域包括支援センター、市役所など）の職員など 1 2 3

⑧ 民間の相談機関（有料のカウンセリングセンターなど）の相談員 1 2 3

⑨ 同じ悩みを抱える人 1 2 3

⑩ 市が開催する各種相談会（法律、税務などの相談）の専門家 1 2 3
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問１５ 住んでいる地域について、ご自身と地域の人たちとのつながりは強いほうだと思いますか。

（１つに○）。

問１６ あなたは悩みやストレスを感じた時に、以下の方法を使って悩みを相談したいと思いますか。

※１ ＬＩＮＥ（ライン） スマートフォンなどで使用するコミュニケーションの手段です。

※２ Ｆａｃｅｂｏｏｋ（フェイスブック） 2004年 2月に米国の学生向けコミュニティサイトとして開始されたSNS（ソーシャルネット

ワーキングサービス）の名称です。

※３ ＳＮＳ（エスエヌエス） インターネットを介して人間関係を構築できるスマホ・パソコン用のWebサービスの総称です。

※４ Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター） ツイッターは140文字以内での投稿ができるミニブログです。

１．強いほうだと思う

２．どちらかといえば強いほうだと思う

３．どちらかといえば弱いほうだと思う

４．弱いほうだと思う

５．わからない

（それぞれに○は１つ） 利
用
し
な
い
と
思
う

実
際
に
し
た
こ
と
は
な

い
が
利
用
す
る
と
思
う

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

① 直接会って相談する（訪問相談を含む） 1 2 3

② 電話を利用して相談する 1 2 3

③ メールを利用して相談する 1 2 3

④ LINE（ライン）※1やFacebook（フェイスブック）※2などの

SNS※3（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用して相談する
1 2 3

⑤ Twitter（ツイッター）※4や掲示板などを利用してインターネット上の

不特定多数に流す
1 2 3

⑥ インターネットを利用して解決法を検索する 1 2 3
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【Ⅳ 相談を受けることについておたずねします】

問１７ 理由はわからないけれども、身近な人がいつもと違った様子で辛そうに見えた時に、あなたがど

うするかについてお聞きします。（それぞれに○は１つ）

問１７－１ 問１７で該当する項目がない方で、その他に方法がある方は教えてください。

問１８ 前の質問（問１７)での選択肢（①～⑤）の中で、最もよくする対応を教えてください。

（○は1つ）また、その理由を教えてください。

し
な
い

あ
ま
り
し
な
い

時
々
す
る

よ
く
す
る

① 相手が相談をしてくるまで何もしないで待つ 1 2 3 ４

② 心配していることを伝えて見守る 1 2 3 ４

③ 自分から声をかけて話を聞く 1 2 3 ４

④ 「元気を出して」と励ます 1 2 3 ４

⑤ 先回りして相談先を探しておく 1 2 3 ４

最もよくする

対応の番号を記入

【その理由】
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【Ｖ 自殺に関するお考えについておたずねします】

問１９ あなたは「自殺」についてどのように思いますか。（それぞれに○は１つ）

問２０ もし身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時、あなたはどのように対応しますか。

（○はいくつでも）

問２１ 前の質問（問２０）で、最もするであろう対応とその対応の理由を教えてください。

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
う

そ
う
思
う

① 生死は最終的に本人の判断に任せるべき 1 2 3 ４ ５

② 自殺せずに生きていれば良いことがある 1 2 3 ４ ５

③ 自殺は繰り返されるので、周囲の人が止めることはできない 1 2 3 ４ ５

④ 自殺する人は、よほど辛いことがあったのだと思う 1 2 3 ４ ５

⑤ 自殺は自分にはあまり関係がない 1 2 3 ４ ５

⑥ 自殺は本人の弱さから起こる 1 2 3 ４ ５

⑦ 自殺は本人が選んだことだから仕方がない 1 2 3 ４ ５

⑧ 自殺を口にする人は、本当に自殺はしない 1 2 3 ４ ５

⑨ 自殺は恥ずかしいことである 1 2 3 ４ ５

⑩ 防ぐことができる自殺も多い 1 2 3 ４ ５

⑪ 自殺をしようとする人の多くは、何らかのサインを発している 1 2 3 ４ ５

⑫ 自殺を考える人は、様々な問題を抱えていることが多い 1 2 3 ４ ５

⑬ 自殺を考える人の多くは、精神的に追い詰められて他の方法

を思いつかなくなっている
1 2 3 ４ ５

１．相談に乗らない、もしくは話題を変える

２．「頑張って」と励ます

３．「死んではいけない」と説得する

４．「バカなことを考えるな」と叱る

５．耳を傾けてじっくりと話を聞く

６．医療機関にかかるよう勧める

７．解決策を一緒に考える

８．一緒に相談機関を探す

９．何もしない

最もするであろう

対応の番号を記入

【その理由】
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【Ⅵ 自殺対策・予防等についておたずねします】

問２２ あなたはこれまで自殺対策に関する啓発物を見たことがありますか。

（○はいくつでも）

問２３ 前の質問（問２２）で「１.」～「８.」に○を付けた方に質問です。その自殺対策に関する啓発物

は、どこで見ましたか。（○はいくつでも）

問２４ 自殺対策に関する啓発物を見たとき、あなたはどうしましたか。（○は１つ）

問２５ 自殺対策に関する講演会や講習会に参加したことがありますか。（○は１つ）

問２６ 自殺対策に関するPR 活動（啓発物や講演会など）についてどのように思いますか。（○は１つ）

問２７ 前の質問（問２６）でそのようにお答えになった理由を教えてください。

１．ポスター

２．パンフレット

３．広報紙

４．電光掲示板（テロップ）

５．のぼり・パネル

６．インターネットページ

７．ティッシュ等のキャンペーングッズ

８．横断幕

９．見たことはない

１．市役所等の公共施設

２．学校・図書館・公民館等の教育施設

３．駅、電車・バス等の交通機関

４．スーパー・コンビニ店舗等の民間施設

５．家

６．職場・学校

７．インターネット上

１．読まなかった

２．少し目を通したがほとんど読まなかった

３．少し読んだ

４．大体読んだ

５．全部読んだ

１．はい ２．いいえ

１．不要 ２．どちらかといえば不要 ３．どちらかといえば必要 ４．必要
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問２８ あなたは、次のことがらについてご存じですか。（それぞれに○は１つ）

※１ ゲートキーパー 自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な

支援につなげ、見守る）を図ることができる人のことで、言わば「命の門番」とも位置付けられる人のことです。また、日本

のみならず海外でも、自殺対策の分野でも広く使用されている用語、概念であって、WHO（世界保健機関）を始め、多くの国々

で使用され、その養成プログラムが実施されています。

※２ よりそいホットライン 生活苦、心の悩み、暴力被害など、さまざまな悩みに24時間無料で電話相談できる国のモデル事業。

自殺予防・DV・性暴力・セクシュアルマイノリティの専門回線もあります。

※３ こころの健康相談統一ダイヤル 平成20年 9月 10 日より運用がされており、電話をかけた所在地の都道府県・政令指定都

市が実施している「心の健康電話相談」等の公的な電話相談事業に接続します。

※４ 埼玉県いのちの電話 いのちの電話は42都道府県53カ所にあり、主に社会福祉法人やNPO法人が寄付金収入で運営されて

います。ボランティア相談員は全国で約5800人。深刻な悩みをもちながら、だれにも相談できないでいる人に、電話による

対話で援助を行う相談機関です。

問２９ 今後求められるものとして、どのような自殺対策が有効であると思いますか。以下の中であて

はまるものを教えてください。（○はいくつでも）

知
ら
な
い

内
容
は
知
ら
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葉
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た
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と
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る
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知
っ
て
い
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① 自殺対策基本法 1 2 3

② 自殺予防週間（9月10日～9月16日） 1 2 3

③ 自殺対策強化月間（3月） 1 2 3

④ ゲートキーパー※1 1 2 3

⑤ よりそいホットライン※2 1 2 3

⑥ こころの健康相談統一ダイヤル※3 1 2 3

⑦ 埼玉県いのちの電話※4 1 2 3

１．自殺の実態を明らかにする調査・分析

２．様々な分野におけるゲートキーパー（自殺のサインに気づき、適切な対応を取れる人）の養成

３．地域やコミュニティを通じた見守り、支え合い

４．様々な悩みに対応した相談窓口の設置

５．危険な場所、薬品等の規制等

６．自殺未遂者の支援

７．自殺対策に関わる民間団体の支援

８．自殺予防に関する広報・啓発

９．職場におけるメンタルヘルス対策の推進

10．子どもや若者の自殺予防

11．一緒に自殺する者を募ったり、自殺の手段を教えたりするネット上の書き込みや自殺の動画等を

配信した者に対する取り締まりや支援情報の案内などのネットパトロール

12．自死遺族等の支援

13．適切な精神科医療体制の整備

14．自殺報道の影響への対策（報道機関への注意喚起など）

15．その他（ ）
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問３０ 今後求められるものとして、どのような子ども・若者向けの自殺対策が有効であると思いますか。

以下の中であてはまるものを教えてください。（○はいくつでも）

１．悩みを抱え込まず周囲に助けを求めることを学ぶ教育（ＳＯＳの出し方教育）

２．子どもが出したＳＯＳに気づき、受け止めるための教員や保護者に対する研修の実施

３．学校における、児童・生徒に対するゲートキーパー研修の実施

４．学校における積極的な相談窓口の周知・啓発（プリント配布、ポスター掲示など）

５．いじめ防止対策の強化

６．家族や友人関係などに悩む若者向けの相談先や居場所支援、虐待対策

７．ＳＮＳでの広報・啓発

８．一緒に自殺する者を募ったり、自殺の手段を教えたりするネット上の書き込みや自殺の動画等を

配信した者に対する取り締まりや支援情報の案内などのネットパトロール

９．ネット上での誹謗中傷に関する対策

10．ネット上で「死にたい」などと検索した際に相談窓口の情報を表示する取組み

11．その他（ ）
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【Ⅶ 新型コロナウイルス感染症についておたずねします】

問３１ 新型コロナウイルス感染症流行以降、あなたの心情や考えに変化はありましたか。コロナ流
行から回答時点まであなたの気持ちについて、以下の中であてはまるものを教えてください。

（○はいくつでも）

問３１－１ 問３１で「９．特に変化はなかった」以外を答えた方に伺います。問３１でお答えの中から

最も強く感じたものを教えてください。（○は１つ）

問３２ 新型コロナウイルス感染症流行以降、あなたの家族や友人・知人など、身近な人の心情
や考え方に変化があったと感じますか。以下の中であてはまるものを教えてください。（○はい
くつでも）

１．不安を強く感じるようになった

２．家族以外の人とのつながりが少なくなり、孤独を感じた

３．家族関係の悪化や家族との考え方の違いに悩まされるようになった

４．感染対策を過剰に意識するようになり、ストレスを感じた

５．家で過ごす時間が増え、家族と過ごす時間の大切さを再認識した

６．在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家族の働き方について考えるようになった

７．みんなもつらくて不安なんだと思い、つらい気持ちが少し軽くなった

８．その他（ ）

９．特に変化はなかった

１．不安を強く感じるようになった

２．家族以外の人とのつながりが少なくなり、孤独を感じた

３．家族関係の悪化や家族との考え方の違いに悩まされるようになった

４．感染対策を過剰に意識するようになり、ストレスを感じた

５．家で過ごす時間が増え、家族と過ごす時間の大切さを再認識した

６．在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家族の働き方について考えるようになった

７．みんなもつらくて不安なんだと思い、つらい気持ちが少し軽くなった

８．その他

１．不安を強く感じるようになったようだ

２．家族以外の人とのつながりが少なくなり、孤独を感じたようだ

３．家族関係の悪化や家族との考え方の違いに悩まされるようになったようだ

４．感染対策を過剰に意識するようになり、ストレスを感じたようだ

５．家で過ごす時間が増え、家族と過ごす時間の大切さを再認識したようだ

６．在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家族の働き方について考えるようになったようだ

７．みんなもつらくて不安なんだと思い、つらい気持ちが少し軽くなったようだ

８．その他（ ）

９．特に変化はなかったようだ
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【Ⅷ 自死遺族支援についておたずねします】

「自殺」は遺されたご家族や身近な人に深い心の傷を残します。その心情に配慮し、「自殺」という言葉を

使わず、「自死遺族」という言葉を使うことがあります。

問３３ あなたの周りで自殺（自死）をした方はいらっしゃいますか。（○はいくつでも）

問３４ 身近な人が自死遺族であると分かった時、どのように対応しますか。

（○はいくつでも）

問３４－１ 問３４で該当するものがなく、その他に対応する方法がある方は教えてください。

問３５ 前の質問（問３４）で、最も可能性が高い対応とその対応の理由を教えてください。

問３６ 自死遺族の支援について、知っているものがありますか。（○はいくつでも）

【Ⅸ 本気で自殺をしたいと考えたことがあるかどうかについておたずねします】

問３７ あなたはこれまでに、本気で自殺をしたいと考えたことはありますか。（○は１つ）

１．同居の家族・親族

２．同居以外の家族・親族

３．友人

４．恋人

５．学校・職場関係

６．近所の人

７．知人

８．その他

９．いない

１．相談に乗る

２．励ます

３．細かな状況を確認する

４．何らかのアドバイスをする

５．専門家の相談を受けるように勧める

６．特に何もしない

最も可能性の高い

番号を記入

【その理由】

１．遺族の集い（自由に話せる場）

２．無料電話相談

３．法テラス（借金や法律問題について）

４．市役所の窓口（心のケア、生活支援、子育てなどについて）

５．学生支援機構・あしなが育英会（学費について）

６．いずれも知らない

１．これまでに本気で自殺をしたいと考えたことはない ⇒

２．この１年以内に本気で自殺をしたいと考えたことがある

３．ここ５年くらいの間に本気で自殺をしたいと考えたことがある

４．５年～10年前に本気で自殺をしたいと考えたことがある

５．10年以上前に本気で自殺をしたいと考えたことがある

これで質問は終わりです。

ご協力ありがとうございました。

※次のページへ進み、

「注意」を読んで

ください
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※注 意
次の問３８から問４０の設問は、本気で自殺をしたいと考えたことがある（問３７で「２．」～「５．」のいずれ

かに○を付けた）人に対しておたずねするものです。回答は強制ではないので、負担を感じる方は回答して

頂かなくても構いません。ご協力いただける方だけ、ご回答ください。

問３８ 自殺をしたいと考えた理由や原因はどのようなことでしたか。（○はいくつでも）

問３９ 自殺をしたいという考えを思いとどまった理由は何ですか。（○はいくつでも）

問３９－１ 問３９で「５．その他」を選んだ方で理由を教えてください。

問４０ 前の質問（問３９）で「１．人に相談して思いとどまった」に○を付けた方に質問です。

相談した相手の方はどなたでしたか。（○はいくつでも）

① 家庭の問題

１．家族関係の不和 ２．子育て 3．家族の介護・看病 4．その他

② 病気など健康の問題

１．自分の病気の悩み ２．身体の悩み 3．心の悩み 4．その他

③ 経済的な問題

１．倒産 ２．事業不振 3．借金 4．失業 5．生活困窮 6．その他

④ 勤務関係の問題

１．転勤 ２．仕事の不振 3．職場の人間関係 4．長時間労働 5．その他

⑤ 恋愛関係の問題

１．失恋 ２．結婚を巡る悩み 3．その他

⑥ 学校の問題

１．いじめ ２．学業不振 3．教師との人間関係 4．友人との人間関係 5．その他

⑦ その他

（ ）

１．人に相談して思いとどまった

２．家族や大切な人のことが頭に浮かんだ

３．解決策が見つかった

４．時間の経過とともに忘れさせてくれた

５．その他

１．同居している家族・親族

２．同居以外の家族・親族

３．友人

４．恋人

５．学校・職場関係者

６．近所の人

７．知人

８．相談機関の職員（福祉保健センター、市役所、医療機関等）

９．その他（ ）
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これで質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。

記入済みの調査票を同封の返信用封筒に入れて、

令和５年７月２４日（月）までに

郵便ポストに投函してください。




